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本年 7月の学位授与数は， 謀程博士28名， 論文博








タ一所長に再任された。 任期 は平成10年 8月31日ま
でである。
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研 究 科 ；果程 博論文七博士 言十
文 学 研 究 科 o'.?5 2'.?:J 2 名
教 育学研 究科 。 3 3 
法 学 研 究 科 。 3 3 
経 済学 研 究科 1 2 3 
理 学 研 究 科 6 4 10 
医 学 研 究 科 14 10 24 
築 学 研 究 科 1 2 3 
工 学 研 究 科 4 8 12 
農 学 研 究 科 2 9 11 
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討論集会「京都大学の教育を考える（第一回）
一全学共通科目をめぐって一」の開催
8月28日（水） 及び29日（木） の 2 日間（ 1泊 2





















完成した。 そこで， 研究科棟の竣工を記念し， 創立
5 周年を記念する意も込めて， 去る 9月 9 日（月）


































この研究科の趣旨に沿うこと， ま た， 旧教養部
キャンパスを分断する巨大な控にならないことを設
計の基本とした本研究科練（設計者：施設部， 川崎
清本学名誉教授） は， 実験， 一般， 演習室・畜庫の
3 つのボリュームを南西から北東に雁行する形を
とって配され， 鉄骨鉄筋コンクリート造り地 上 5 階
地 下l階建て， 延床面積10,824 m2， 総工費37億円で
建 設さ れ た。 地階に大講義室， 特殊実験室， 機械
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代的素材との融和と共に， 周辺建物との調和を図
り， 斬新さと風格を兼ね備えた建物となっている。
当研究科は， 平成 3 年設置の人間・ 環境学専攻に
ヲ｜き続き， 平成 4 年に文化・ 地域環境学専攻が， 本
年 4月にはアフリ カ地域研究専攻が設置され， また
明年の環境相関研究専攻設置に向け， 現在概算要求
中である。 今回の研究科棟は第 l期 工事であり， さ
らに第 2期 工事を準備している。
また， この竣工式に合わせ， 研究科の広報誌とし
てr人環フォーラム』 を創刊した。 さらに， 記念行


















い。 」 と式辞を述べ， 続いて， 奥田幹生文部大臣
（代理 中西釦治大臣官房審議官）， 井村裕夫京都大






























期大学部の特色 ， 入試概要， 各学科の教育内容を，
資料及びスライドを用いて説明した。 次に学内施設





〔日 誌 1996年7月1日～8月間 】
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（医療技術短期大学部）
8月 1 日 農学部附属演習林公開講座「森のしくみ
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本 学 名誉教授 中 井祥夫先生






































本 学 名誉教授 山田淳三先生






学を担当された。 平成 5 年停年によりj旦官され， 京
































































ルム・ア カデミック勲章オフィシェ級， 平成 4 年に






















たのは l回生で約99%, 2 回生で約98%である。
1995年入学時の男子学生2,491人のうち， 飲酒をす
る学生は423人（17.0%） で， 女子489人ではわずか
に24人（4.5 % ） にすぎなかった。 各学部別にみる




もに90%以上が “ビールのみ” か “ビールと日 本
酒” という組み合わせである。 飲酒量はビールに換
算 して1週間に 500 ml前後が大部分であった。 喫
煙 を す る 学 生 は， 入 学 時 に 男 子 全 体 で 87 人
(3 .9%）， 女子ではわずかに 2 人（0.6%） であった。














：＊〔 〕内に， 上記のア｜＊〔 〕を（ ) cム
； ル コール飲料の番号を記｜（ ）本， 週（ ）回
i入して下さい。 ｜＊〔 〕を（ ）ω， 
｜（ ）本， 週 （ ）回 ：
: 2. 喫煙 ｜ 
� (1）たばこを吸いますか I 1吸わない 2吸う
: (2) 1 で「吸う」と答えた｜（ ）歳から現在まで ； 
方 I 1日（ ） 本




年 1 回， 総会と討論を行っている。 その活動内容
は， 保健管理センターが抱えている諸問題の討論と
か健康教育の推進一テキスト・ ブック「学生と健




施設である ことから， 1984年， 1990年に「学生の健
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平成7年度学生生活実態調査報告
学生部は厚生施策の企画・実施のための基礎資料を得るため， 昨 年11月 にこの調査を行い， その集計結果を
『学生生活実態調査報告』としてまとめた。
学生生活の現状について理解を深めるため， ここに参考として調査の概要を紹介する。 なお， 本調査報告に




調 査 の 概 要
この調査の目的は， 京都大学学生の経済生活の実態を把握し， 有効適切な厚生施策を実施するための基礎
資料を得ることである。 この目的のために， 昭和28年以来全学的調査を毎年定期 的に実施し， 昭和43年以降
は隔 年ごとに実施してきた。 このたびの調査は， その第29回目にあたる。
2 調査の方法
( 1）企 画
平成 7 年 9月の学生部委員会において調査の期 日， 対象， 方法について実施上の細目を確定した。
(2）調査期 日
平成 7 年11月 1 日
(3) 母集団と抽出標本
調査対象は， 平成 7 年10月 1 日現在における在学学生中， 外国人留学生， 休学者を除いたものである。
調査対象（抽出割合）
平 成 7 年 度 昭 和 60 年 度
男 子 寸，，，ー，与 生 11, 132名 （10分の 1) 10' 121名 (lo分の 1) 
E寸ιー 苦日
女 子 寸品ιー 生 1,885名 （ 2分の 1) 1,030名 （ 2分の 1) 
寸，，，ー. 部 ぷci" 計 13,017名 11, 151名
修 士 課 程 学 生 3,112名 （ 4分の 1) 1,957名 （ 2分の 1) 
大 学 院
博士（後期） 謀程 学生 1,953名 （ 4分の 1) 1,347名 （ 2分の1)
大 � 院 i口』 言十 5,065名 3,304名
学 昔日 大 主ー「昼、 院 総 言十 18,082名 14,455名
標本学生数， 回収数， 回収率
平 成 7 年 度 昭 和 60 年 度
標本学生数 回 収 数 回 収率 標本学生数 回 収 数 回 収率
1 2 年 次 男 子 497名 198名 39. 8% 454名 293名 64. 5% 
学 部 3 年 次 以 上 男 子 618名 441名 71. 4% 562名 412名 73. 3% 
全 井寸ー£． 女 子 189名 129名 68. 3% 517名 354名 68. 5% 
且寸んー 部 ムロ 計 1,304名 768名 58. 9% 1,533名 1,059名 69. 1 % 
文科系 144名 99名 68. 8% 117名 82名 70. 1% 
イ｜多 士 課 程




62. 5% 166名 111名 66. 9% 
理科系 402名 312名 77. 6% 510名 340名 66. 7% 
大 寸＂＂： 院 止口為 言十 1,272名 1,030名 81. 0% 1,658名 1,305名 78.7% 
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調 査 結 果 の 要 約
な 事 項
｜ 尽 都 府 下家庭の所在地
I ｜ 近畿地方（京都府下 を含む）
家 計 支持者の職業が俸給 生 活者
書，」民一・ 庭 の 全 生E 収（平 均 値）
過去半年間にアルバイト をした者
使途 ｜ 衣 食住， 勉学費に使用した者｜ 上記 以外に 使 用 し た 者
s Jι 給 し て し、 る 者
徒 歩 の み
自 転 車
自 p毛eι． 通 学 者
/'J', 都 市 内 居 住 者
t:ぷ又之 業 石背 qブbし 時 問
自 習 時 問
力日 入 し て し、 る
家 庭 か ら（平 均 値）
ア ル パイ 卜 奨 学金（平 均 値）
ヰ又 入 主，、 、 額 t口』 計 （平 均 値）
音日 屋 代（平 均 値）
食 費（平 均 値）
勉 学 費 ・ 書籍費合 計 （平 均 値）
支 出 金 額 i口>.. 計 （平 均 値）
な 事 項
l 尽 都 府 下家庭の所在地 ｜ 近畿地方（尽都府下 を含む）
家 計 支持者の職業が俸給 生 活者
家 庭 の 全 年 収（平 均 値）
過去半年間にアルバイト をした者
使途 ｜ 衣 食住， 勉 学費に使用した者｜ 上記 以 外に 使 用 し た 者
� 亦eι口 し て し、 る 者
4定 歩 の み
自 転 車
自 宅 通 弓主主主L． 者
尽 都 市 内 居 住 者
f受 業 石方 究 時 問
自 習 時 間
カ日 入 し て し、 る
家 庭 か ら（平 均 値）
ア ル バ イ ト 奨 学金（平 均 値）
収 入 金 額 iミ3ー 計 （平 均 値）
音日 屋 代（平 均 値）
食 費（平 均 値）
勉 学 費 ・ 書籍費合 計 （平 均 値）
支 出 金 額 止口益、 計 （平 均 値）
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平成7年度 昭和60年度 増 減 率
9.6% 12.5% ム2.9%
54. 3% 57.2% ム2.9%
78.3% 78.4% ム0.1%
1,170万円 846万円 38.3% 
77.2% 81.9% ム4.7%
48. 9% 46. 3% 2.6% 
49. 7% 53. 4% ム3.7%
24. 2% 25.0% ム0.8%
12.6% 8. 5% 4.1% 
48.6% 36.3% 12.3% 
26.6% 32.1 % ム5.5%
77.5% 75.8% 1.7% 
4. 2時間 3.6a寺間 16. 7% 
1.8時間 2.2時間 ム18.2%
73. 6% 73.4% 0.2% 
100,000円 75,400円 32.6% 
40,300円 34,200円 17.8% 
142,400円 110,800円 28.5% 
45,900円 23,900円 92.1% 
38,500円 31,400円 22.6% 
8,400円 8,800円 ム4.5%
149,200円 109,900円 35.8% 
平成7年度 昭和60年度 増 減 率
17 .1 % 16.9% 0.2% 
57 . 0% 60. 1 % ム3.1%
69. 0% 65.1 % 3.9% 
1,044万円 717万円 45.6% 
64.4% 81.1 % ム16. 7%
71.4% 76. 0% ム4.6%
28. 6% 23. 7% 4. 9% 
54.2% 64.3% ム10.1% 
17.4% 18. 9% ム1.5%
41.4% 30. 8% 10.6% 
26.5% 26. 7% ム0.2%
89.3% 86.8% 2.5% 
7.2時間 2.7時間 166. 7% 
1. 5時間 5.4時間 ム72. 2%
26.9% 30.4% ム3.5%
58,700円 37,800円 55.3% 
85,800円 82,500円 4.0% 
154,600円 122,500円 26.2% 
41,800円 22,400円 86. 6% 
43,000円 37,000円 16.2% 
12,200円 14,000円 ム12.9%
.159,300円 122,000円 30.6% 
注記 アルバイトの使途の割合は第一順位の数値 を表記した。 衣 食住， 勉学費に使用した者と上記以外に使用した者の合








平成 8 年 7月18日
国立大学協会会長


















であります。 また， 平成 7 年11月15日施行， 公布さ
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任務を果 たしている。 科学技術の著しい進展と国
際化の時代にあって， その責務は益々増大してい
ると ころである。 そのときにあたって， 大学の教
学の中心の担い手は大学教官であり， 教育・研究
について絶えざる情熱と高い能力を有する優れた
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行われている。








































京大広報 1996. 10 No. 506 
（公開講座 ） 
京都大学春秋講義（秋季講座） の開講
本学では， 財団法人京都大学後援会の協力の下に， 下記 のとおり「京都大学春秋講義（秋季講座）」を開講
します。




開 講日 講 自市 ア て7
10月14日 法学研究科教J受 里子 田 宣 雄 近代国民国家 の退場か
10月21日 経済学部教J受 τ仁k] 回 和 男 21世紀の日本型システム
10月28日 総合人間学部教授 佐 伯 啓 思 世紀末世界に 漂流する日本
11月11日 総合人間学部教授 中 西 輝 政 21世紀の世界像を求めて




開 講日 講 師 ア て7
10月16日 医学研究科教授 武 部 啓 人間の遺伝学ー 遺伝子研究の倫理一
10月23日 文学研究科教授 中 務 哲 郎 ギリシャ神話に みる 生 と死
10月30日 総合人間学部教授 -.5 田 ，忠 情報化社会と統計調査の危機
11月 6 日 工学研究科教授 池 回 克 夫 マルチメディアとその周辺
11月13日 超高層電波研究センター教授 松 本 主怠 太陽系の開拓に 向けて
定 員 各講義 150名
受講料 各講義 1,200円
0会 場 法経第二教室
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京都大学市民講座の開講
本学では， 来る1 0月19日， 26日， 11月 2日の各土曜日に広く一般市民を対象とする「京都大学市民 講座」を
下記 のとおり開講します。










13: 00-16 . 40 
食と環境をととのえる
第2 日 文化習慣をととのえる
10 月 26日（土） 心をととのえる
マ
13 : 00-16: 30 ーフロイ卜の自己分析一
コ」一言ロ
ライフスタイルをととのえる
第3 日 一糖尿病をふせぐために 一







長 井 村 裕 夫
工学研究科教授 青 山 吉 隆
農学部教授 嘉 回 良
文学研究科助教授 松 田 素 二
人間・環境学研究科助教授 新 宮 一 成
医学研究科教授 i青 野 f省
教育学部教授 上 杉 孝 賓






7月 6 日（土）ー 27日（土）（毎土曜日）
講習科目及び講師





「健康な骨格づくり」 助教授 笠原 勝幸
「休力と運動（実習）」 助教授 黒木 裕士
助教授 市橋 則明
































「計 算 機 と オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム
(Wi ndows の基本操作）」
「インターネットの利用（ WWW 等）」
「マルチメ ディアの利用（ MS-Word での実習）」
「ネット ワ ークの利用（UNI X との連携 ： tel ne t.
f tp. e tc.）」
「インターネットによる情報発進（ WWW ホー
ムページの作成）」
「BASIC による 簡 単 な プログラムの作成（ MS­
EXCEL での実習）」
講師
助教授 藤 井康雄・助手 辻 斉・ 伊藤 誠
受講者数 26名（ 中学校教員）
1 18 




（ 平成 8 年度文部省理工系教育推進プロジ ェクト
による）
期 間







「パ ソ コ ン体験」
講師
教授 藤田 稔 － 助教授 藤井 義久
助教授 高部 圭司・ 講師 仲村 匡司







7月29日（月）－ 8月 2 日（ 金）
講習科 目 及び講師
「大域解析とはなにか」 教授 深谷 賢治
「凸錐体」 助教授 野村 隆 昭





















教授 川那辺三郎・ 教授 竹内 典之
教授 大品 誠一 ・ 助教授 酒井 徹朗
講師 柴田 昌三・助手 金子 隆之
助手 山崎 理正
「森林と人間の関わり」
芦生の森林 教授 大 畠 誠一
都市近郊林について










「リーマン面」 助教授 古田 幹雄
「漸近挙動を巡 っ て ： 太鼓の形と酔歩」
教授 高橋陽一郎
受講者数 101名
1 1 9  










総合案内 助手 鈴木 樹理
「霊長類の利用について」 助教授 川本
芳
「脳の発達と加齢」 教授 林 基治
「チンパンジーの野外調査について」
教授 加納 隆至
「霊長類の脳のはたらき」 教授 ー 上 章允
「形態， 骨学実習」 助教授 漬田 穣
「心理学実習」 教授 松沢 哲郎
「サルの野外行動観察実習」 助手 松村 秀一
「遺伝学実習」 助手 平井 啓 久
受講者数 74名
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0防災研究所公開講座 0総合人 間学部公開講座
「防災学を地域防災計画に活かす 」 「環境としての 自然 ・ 社会・ 文イヒ 」
一防災研究者と実務者との連携をめざして一 一創造的共生に向けて一
期 間 期 間
8月19日（月）～20日（火） 9月 2 日（月）～ 4 日（ 水）
講習科目及び講師 講習科目及び講師
「総合防災 」 教授 亀田 弘行 「共生時代のリスク ・ コミュニケーシ ョン」
「災害対策基本法と防災基本計画」 ーその思想的背景， 技術， 効果一
教授 河田 恵昭 名誉教授 木下 富雄
「大気災害」 教授 光田 寧 「環境問題における日本の経験と予防原理」
「水災害」 教授 椎葉 充晴 人間・環境学研究科教授 北 畠 能房
「地 盤災害」 教授 佐々 恭 一 「創造性と言葉のエコロジー」
「地 震災害」 助教授 鈴木 祥之 教授 山梨 正明 ． 「情報シ ス テム」 教授 林 春男 「地 球システムの変動」
「災害の社会科学」 一地 球内部の脈動史一 教授 巽 好幸
－災害時の人間行動一 「生物の共生関係から見た 自然、」
客 員 教授 広 瀬 弘忠 助 教授 加藤 白
「地域防災計画の現状と展望（1 ）」 「技術 ・ 環境 ・ 人間」
東京都都市計画局開発計画部長 山下 保博 一現代文明の危機としての
「地域防災計画の現状と展望（2 ）」 環境問題とその克服一 教授 有福 孝岳
兵庫県副知事 溜水 義久 受講者数 86名
「パネ jレディス カ 7 シ ョン」
一地域防災計画に求められるもの一
コーディネーター 教授 河田 恵昭
ノ T ネラー 教授 入倉孝次郎
教授 椎葉 充晴
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年 京都 大 学 文 学 部 博 物 館
秋 季 企 画 展 の 開 催
8 平 成
本学文学部博物館では， 下記 のとおり秋季企画展「荘 園を読む・歩く一畿内・近国の荘 園一」 を開催いたし
ます。 本学の教職員・学生は無料です （ な お， 入館の際は職員証または学生証を呈示して下さい）。
期 間 10 月 29日 （火）ー 12月 7日 （土 ）
開館時間 火曜日～土 曜日 9 : 30 - 16 : 30 
（入館は閉館30分前まで， 日・ 月 ・ 祝日は休館）
博物館 企画・ 総合展示室 （ 1 F · 2 F )場 所
展示内容
日本の古代・中世における荘 園および荘 園制は重要 な研究テー マの ひとつである。 とくに， 戦後の日本中世
史研究は荘 園を舞台にして始まり， 今 に至るまで研究史上もっとも大き な 蓄積を有する分野であるといっても
過言では な い。 一 方， 近年の著しい開発の進展と全国的に行われている闘場整備事業の結果， 農村からは古
代・ 中世以来の歴史的景観が急速に失われてしまった。 しかし， そうした状況に対する危機感の中で， 荘 園 故
地 の現況調査がさかんに行われるようにも なった。 消えていく歴史的景観が記 録保存され， 得られたデータを
もとにした新た な研究の動向がみえてきている。
今回の展示は， そうした研究史や現在の研究状況を意識しつつ， 4 つの小テ ー マで、構成されている。 「 1 .
荘園の開発 」 では， 日本史研究室の院生・学生が主体となって実施してきた現況調査の成果を取り入れつつ，
東大寺領 播磨国大部荘の開発の歴史を展望する。「 2. 荘 園の歴史」 では， 畿内・ 近国に位置する 6 ケ所の寺
領 荘 園を時代順に取り上げ， 変化する荘 園の歴史の局面を綴る。 「 3. 荘 園の集積と伝領 」 では， 荘 園領 主の
もとに荘 園が集積され， そして編成され， 伝領 されていく様子を追 求する。 「 4. 荘 園 支配の諸相」 では， こ
れも日本史研究室の面々が数年来調査に足を運 ん で、いる東大寺領 伊賀国黒 田荘を舞台に， 今 な お行われている
東大寺二 月 堂への松明調進行事や東大寺と荘 園 を 結ぶ古道を取り上げて， 領 主による支配の様相を描く。 以上
の 4 テーマによって， 荘 園の歴史をできるだけ具体的な形で展観したい。
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平成8年度附属 図書館 秋季展示会
「 「今昔物語集』 へ の招待」 の 開催
附属図書館では， 例年， 公開展示会を開催しておりますが， このたび所蔵の鈴鹿 本「今 昔物語集」 が本年 6
月， 国宝に指定されたことを記念して， この「今 昔物語集」 を中心として， 重要文化財も併せて公開いたしま
す。 （『京大広報』No. 504, 1996.7 参照）
鈴 鹿本「今 昔物語集」 は， 平成 3 年吉田本町に在住する鈴鹿 紀氏 から本館に寄贈されたものです。 「今 昔




資料展示の他， インターネッ ト を介 しての電子展示も併設いたします。
この展示会に関連して， 総合人間学部 西山良平助教授の講演会も開催いたしますので， ご来聴下さい。
展 示 会 ：「今 昔物語集 」 への招待一鈴鹿 本「今 昔物語集」 国宝指定記念一
同時展示：重要文化財指定図書
会 期 ： 平成 8 年11月11日（月）～1 1月17日（日）
10 : 00 -1 6  : 00 （ 入場は1 5 : 30まで）
会 場 ： 附属図書館展示ホール（ 3階）
講 演 会：「今 昔物語集」 の 〈構造〉 と歴史学
講 師：西山良平助教授（総合人間学部）
日 時：平成 8 年11月15日（金） 13 : 30 -15 : 00 
会 場：附属図書館 AV ホール（ 3階） （定員110名）
（備考） 展示会， 講演会とも一般公開で入場は無料です。
1 22 
（附属図書館）
． 
． 
